
海
水
浴
、
花
火
見
物
、
夏
ま
つ
り…

。
子

ど
も
の
こ
ろ
の
夏
休
み
の
思
い
出
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
。
ど
れ
も
「
普
通
」
の
こ
と
だ
っ
た
。

今
年
６
月
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
取
り

組
む
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
東
京
）
が
、
登
録

世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
約
１
８
０
０

世
帯
が
回
答
）
を
公
表
し
た
。
小
中
学
生
の

い
る
世
帯
で
は
、
夏
休
み
に
つ
い
て
「
な
く

て
よ
い
」
（
１
３
％
）
、
「
今
よ
り
も
短
い

方
が
よ
い
」
（
４
７
％
）
を
合
わ
せ
６
割
に

な
っ
た
。
理
由
は
「
子
ど
も
が
家
に
い
る
こ

と
で
生
活
費
が
か
か
る
（
エ
ア
コ
ン
代
な

ど
）
」
「
子
ど
も
の
昼
食
を
準
備
す
る
手
間

や
時
間
が
か
か
る
」
「
特
別
な
体
験
を
さ
せ

る
経
済
的
な
余
裕
が
な
い
」
な
ど
。
そ
れ
ぞ

れ
７
割
を
超
え
た
。
正
直
、
驚
い
た
。

受
講
を
前
に
思
い
出
し
た
光
景
が
あ
る
。

３
０
年
近
く
前
、
ア
ジ
ア
の
あ
る
国
の
農
村

で
見
た
く
ら
し
ぶ
り
だ
。
土
壁
の
粗
末
な
平

屋
に
少
な
い
家
財
。
炊
事
や
洗
濯
の
水
は
共

同
井
戸
で
ま
か
な
う
。
立
ち
寄
っ
た
と
き
は
、

２
人
の
女
性
が
洗
濯
を
し
て
い
た
。
近
く
に

商
店
な
ど
な
い
。
農
村
に
も
か
か
わ
ら
ず
乾

い
た
土
地
も
気
に
な
っ
た
。
短
い
滞
在
だ
っ

た
が
、
日
本
と
の
あ
ま
り
の
違
い
に
強
烈
な

印
象
が
残
っ
た
。

講
座
で
は
貧
困
の
捉
え
方
と
し
て
「
絶
対

的
貧
困
（
必
要
最
低
限
の
生
活
水
準
が
満
た

さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
難
し

い
状
態
）
」
と
「
相
対
的
貧
困
（
帰
属
す
る

社
会
の
大
多
数
よ
り
貧
し
い
状
態
）
」
が
示

さ
れ
た
。
あ
の
農
村
の
く
ら
し
は
「
絶
対
的

貧
困
」
に
近
い
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

社
会
が
直
視
す
べ
き
喫
緊
の
課
題

～
講
座
「
貧
困
と
は
？
」
か
ら



相
対
的
貧
困
は
、
「
社
会
的
必
需
項
目

（
品
）
」
の
有
無
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
紹

介
さ
れ
た
。
だ
が
、
な
に
が
「
必
需
」
か
を

考
え
よ
う
と
す
る
と
、
主
観
を
と
も
な
う

「
価
値
判
断
」
が
生
じ
る
。
社
会
や
時
代
の

変
化
、
世
代
、
地
域
、
受
け
た
教
育
、
生
活

環
境…

。
す
べ
て
が
「
価
値
判
断
」
に
影
響

す
る
。
こ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
。

「
日
本
は
貧
困
に
対
す
る
共
感
が
低
い
」

と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
貧
困
を
身
近
に
感
じ

た
り
、
目
に
し
た
り
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど

な
い
こ
と
が
起
因
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
講
座
の
あ
と
も
、
貧
困
へ
の
実
感
は

う
す
い
。
身
近
の
「
目
に
見
え
る
貧
困
」
は
、

公
園
や
地
下
街
で
の
ホ
ー
ム
レ
ス
と
街
頭
で

雑
誌
「
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
」
を
売
る
姿
く
ら

い
し
か
思
い
出
せ
な
い
。
実
際
は
、
も
っ
と

多
く
の
「
貧
困
」
が
あ
る
は
ず
だ
が
。

日
雇
い
労
働
者
の
集
ま
る
地
区
で
支
援
活

動
を
し
た
後
輩
に
「
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
」
と
、
か
つ
て
言
わ
れ
た
。

映
画
「THE ZON

E OF IN
TEREST

」

（
邦
題
：
関
心
領
域
）
は
、
隣
接
す
る
収
容

所
で
起
き
て
い
る
「
狂
気
」
を
気
に
す
る
こ

と
も
な
く
、
芝
の
緑
が
ま
ぶ
し
い
自
宅
で
贅

沢
（
ぜ
い
た
く
）
に
く
ら
す
ド
イ
ツ
人
家
族

を
描
く
。

知
ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
な
に
も

見
え
な
い
。

一
方
で
、
貧
困
は
潜
在
化
す
る
傾
向
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
う
。
一
因
は
過

度
の
「
自
己
責
任
」
論
。
た
と
え
ば
、
安
定

し
た
職
に
就
く
努
力
が
足
り
な
い
。
人
生

（
経
済
）
設
計
を
ち
ゃ
ん
と
立
て
て
い
な

か
っ
た―

な
ど
の
社
会
の
視
線
。
も
ち
ろ
ん

問
わ
れ
る
べ
き
「
自
己
責
任
」
は
あ
る
。
た

だ
そ
れ
が
「
過
度
」
に
な
れ
ば
、
当
事
者
を

自
責
に
追
い
込
み
、
口
を
閉
ざ
さ
せ
、
そ
れ

が
孤
立
に
つ
な
が
る
。
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を

懸
念
す
る
。

＜ビッグイシュー＞
1991年イギリスで創刊。ホー

ムレスや生活困窮者の社会的自
立を支援するストリート雑誌。
内容は社会問題や自然・環境に
関する特集、著名人のインタ
ビューなど多彩。定価と仕入れ
価格の差額などが販売者の収入
となる。「日本版」は2023年9
月、創刊20周年を迎えた。



「
子
ど
も
食
堂
」
や
売
れ
残
り
そ
う
な
パ

ン
を
安
価
で
引
き
取
っ
て
販
売
す
る
「
夜
の

パ
ン
屋
さ
ん
」
が
広
が
り
を
み
せ
る
の
は
、

経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、
生
活
に
苦
し
む

ひ
と
を
孤
立
さ
せ
な
い
「
居
場
所
」
と
し
て

の
意
味
も
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

「
失
わ
れ
た
３
０
年
」
の
間
に
、
社
会
は

大
き
く
変
わ
っ
た
。

い
ま
、
６
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
と
も
い

わ
れ
る
。
贅
沢
と
い
え
な
い
程
度
の
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
、
旅
行
、
習
い
事
な
ど
を
、

主
に
経
済
的
理
由
か
ら
子
ど
も
に
我
慢
さ
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
起
き
る
「
体
験
格

差
」
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

３
層
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
（
雇
用
、

社
会
保
険
、
公
的
扶
助
）
は
脆
弱
と
も
言
わ

れ
る
。
転
が
り
は
じ
め
た
ら
止
ま
ら
な
い

「
す
べ
り
台
社
会
」
。
家
族
を
含
め
生
活
状

況
の
変
化
や
病
気
、
予
期
せ
ぬ
失
業…

。
だ

れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
が
、
貧
困
に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
と
な
る
社
会
。

憲
法
が
保
障
す
る
「
生
存
権
」
は
揺
ら
い

で
い
な
い
か
。

経
済
的
に
困
窮
し
た
人
た
ち
に
食
料
を
配

布
す
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
の
利
用
者
が
北

海
道
で
増
え
て
い
る
。
２
０
２
３
年
国
民
生

活
基
礎
調
査
（
厚
生
労
働
省
）
で
、
子
育
て

世
帯
の
６
割
超
が
「
生
活
が
苦
し
い
」
と
答

え
た
。
雇
用
者
の
４
割
近
く
を
占
め
る
非
正

規
労
働
者
の
賃
上
げ
の
動
き
が
鈍
く
、
格
差

拡
大
の
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
カ

月
の
間
に
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
「
社
会
の
断

面
」
だ
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（SDGs
）
の
１
番

は
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
。
国
際
社
会
も
貧

困
を
看
過
で
き
な
い
問
題
と
し
て
直
視
し
て

い
る
。

（
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
）

＜失われた30年＞
1990年代のバブル崩壊後、日

本経済は停滞し、物価も賃金も
上がらない「緩やかなデフレ」
が続いた。
この間、95年には企業が非正

規雇用を増やすきっかけになっ
たとも言われる提言「新時代の
日本的経営」を日経連（現経団
連）が発表。以後、「非正規」
はほぼ毎年増え続け2022年には
95年から倍増、雇用者の４割近
くになった。
経済協力開発機構（OECD）

の対日経済審査報告書（2006
年）で、日本の相対的貧困率は
加盟国中、アメリカに次ぐ2位に。
リーマン・ショック（08年）に
よる不況が世界を覆う。
年収300万円、格差社会、

ネットカフェ難民、名ばかり管
理職、派遣切り、ブラック企業
など新語・流行語が相次いで生
まれた。

＜日本国憲法第25条＞
（生存権及び国民生活の社会的
進歩向上に努める国の義務）
第１項
すべて国民は、健康で文化的な
最低限度の生活を営む権利を有
する。
第２項
国は、すべての生活部面につい
て、社会福祉、社会保障及び公
衆衛生の向上及び増進に努めな
ければならない。



貧
困
と
は

社
会
が
目
を
そ
ら
さ
ず

真
正
面
か
ら
向
き
合
い
対
策
を
講
じ
る
べ
き

喫
緊
の
課
題
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